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麻見江ホスピタルは療養生活を快適に過ごして頂けるよう、ゆったりとした広く明るい病室で、行き

届いた医療と常に思いやりと優しさを基本とした看護を心掛けた療養型病院です。 

☆ 院 内 菜 園 の ご 紹 介 ☆ 

今年に入ってからは世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルスへの対応を日本、

いや世界中で取り組んでいます。当院に於きましても予防策として様々な対応・対策を

しています。その為に、残念ながら患者様方には生活面でご不便をお掛けしている事も

あります。院内行事も以前の様に多病棟、多人数の合同で行う事が出来ません。しかし、

患者様の療養生活の充実の為に各病棟単位等で職員が趣向を凝らしたレクリエーション

を行っております。 

新型コロナ禍ですが、病棟の屋上にて今年も「屋上庭園」にて野菜栽培を行いました。

写真には有りませんが、以下の写真以外にもお野菜さん達を栽培しました。患者様も青

空の下に野菜の収穫も出来ましたし、日々実って来るお野菜さん達の成長を見るのを楽

しみにしてくれました。 

医療法人眞美会 麻見江ホスピタル理念 

「健康こそ人生最高の宝」を基本とし、食を中核と

した医療の提供、そして「ハートからハート」を基

本に「真心の医療」を提供します。 

基本方針 

医療法人眞美会は基本方針に基づきご利用の皆さまに

適切な、「医療」「保健」「福祉」サービスを提供します。

１．ご利用の皆様の権利を尊重します 

２．安心して暮らせる地域づくりの推進 

３．ご利用の皆様の満足度の向上 



今回は職員紹介をお休みし、当院の職員が趣味としている風景写真撮影をした写真

を幾点か拝借しました。このご時世で自粛自粛と言われておりますので、せめて気分

転換になればと思い、掲載させて頂きます。 

「アプトの道」

現在は横川駅から旧熊ノ平駅まで全長 5.9 
km の旧線跡が遊歩道「アプトの道」として

整備されている。

「白根山頂より五色沼を望む」

関東以北の最高峰である。主峰の奥白根山は座禅山、

前白根山、五

日光白根山（標高 2,578m）は色山等の外輪山に囲

まれている。五色沼は奥白根山、前白根山、五色山

の間に侵食によってできた窪地に形成された沼で

ある。

 丸沼高原ロープウェイ山頂駅から約 3 時間で山

頂に到着する。山頂は狭く登山者で混雑している。

五色沼避難小屋方面に 5 分程度下れば五色沼を見

下ろす稜線に到達する。

「只見線第一只見川橋梁」

JR 只見線は福島県会津若松と新潟県小出を

結ぶ非電化単線である。沿線の景観の美しさ

から各種メディアで絶景路線として紹介さ

れ、現在は海外からも観光客が訪れるように

なっている。 

 第一只見川橋梁は展望台から俯瞰する構

図が有名であるが、下流から橋を見上げるビ

ューポイントも人気がある。 

「大志集落俯瞰（尻吹峠）」

只見線の会津川口駅と会津中川駅の中間に

ある大志集落を俯瞰できるビューポイント。

奥会津地域は豪雪地帯のため金属屋根が多

い。青と赤の屋根が独特の景観を形作ってい

る。



「碓氷第三橋梁」 

碓氷第三橋梁通称「めがね橋」は碓氷川に架かる煉瓦造りの 4連アーチ橋で川底からの高さが 31m

ある。 

 明治 25年 12 月に完成。国鉄信越本線横川駅-軽井沢駅間のアプト式鉄道時代に使われた。1963

年に新線が建設されアプト式鉄道は廃止となった。 

写真・解説：  ．Ｔ

外来診療のご案内 
令和 2年度より外来診療体制が変更となっております。変更に伴い受診される方にはご迷惑をお掛

けしておりますが、何卒ご理解とご協力の程をお願い致します。 

診療科 月 火 水 木 金 

内科 午前 午前 午前 午前 午前 

整形外科 午前 午前 午前 午前 

午後 

午前 

皮膚科 × × × 午後 × 

精神科 × × × 午前 午前 

歯科（要予約） ○ ○ ○ ○ ○ 
※診療時間は診療科目により異なります。受診希望の方はお問い合せ下さい。 

※新型コロナウイルス感染拡大予防対応にて送迎は現在休止中です。 

☆ 編 集 後 記 ☆ 

 昨年の 12 月から確認された新型コロナウイルスが世界中に拡散し、文字通り世界が変わりまし

た。日本でも緊急事態宣言、ソーシャルディスタンス、3密、ステイホーム等これまでに無かった

様な言葉と共に生活が一変しました。当院でもオンライン診療、リモート面会等の初め尽しの事が

多くあります。試行錯誤の中ですが、多くの患者様やご家族様にご理解とご協力を頂きまして当院

職員一同奮闘している状態です。全ての方々が、新型コロナウイルス対応とその影響を受けている

状態です。1日も早い以前の生活の戻る事を切に願うばかりです。 

 さて、早いもので編集長の愛娘は小学 3年生となりました。残念ながら今年度は新型コロナウイ

ルス対応の為に学校行事も延期や中止が相次いでいます。その様な中ですが、娘のクラスには緊急

事態宣言後の休校日を経て学校が再開し、新しいお友達（転校生）も来たそうです。早速仲良くな

っているみたいなので、新しい友達が増えて編集長も嬉しい限りです。暗い話題が多くなりますが、

身近な所からでも明るい気持ちにさせてくれる事を見つけてみたい編集長です。 

-編集長-


